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プラトン『ポリテイ

ア』における民衆観

ライプニッツ哲学にお

ける事実真理と経験の

関係

カントの徳倫理学にお

ける習性概念の位置づ

け

ヘルマン・コーヘンに

おける「無限小法」の

意義 ―「極限法」と

の対比から

ジョン・デューイの芸

術性・日常性・生命―

作業療法における「作

業」との関連から

「共感」と「陶冶」と

しての道徳―グルー

シー、カバニス、ビラ

ンの系譜から

哲学は何を以って叙述

の「端初＝第一原理」

とすべきか―体系的哲

学者〈廣松渉〉の「方

法」論的了解を参照軸

にして

ケア責任の源泉として

の「脆弱性」―ケアの

倫理における「脆弱

性」概念を批判的に検

討する

平石千智 三浦隼暉 清水颯 下山史隆 西野由希子 長坂祥悟 佐野寛明 冨岡薫

司会 近藤智彦 稲岡大志 石田京子 中野裕考 稲原美苗 中村大介 三崎和志 佐藤岳詩

トマス・アクィナスに

おける経験の意味―人

間知性に関する議論を

てがかりとして

Japanese Philosophy

as World Philosophy:

from Andō Shōeki to

“deep ecology”

Stephen Engstromに

よる形相質料論的カン

ト解釈の検討―『純粋

理性批判』編

死への先駆とリルケの

墓碑銘

「感覚の同定などどう

でもよい」という話の

背景―『哲学探究』第

270 節の一解釈

Disposition,

Remembering, and

Recalling

哲学史と思想史の交叉

―J・イスラエルの

「論争に焦点を当てる

方法」は哲学・哲学史

研究にとっても有効で

ありえるのか

哲学は法の現実を動か

すことができるか

芝元航平 パシュカ　ロマン 山下智弘 串田純一 橋本正吾 櫻木新 津田栞里 早瀬勝明

司会 辻内宣博 竹花洋介 山根雄一郎 景山洋平 吉原雅子 青木滋之 小谷英生 鈴木真

コギトとデカルトの循

環

ヒュームはなぜT 1.4.7

で「全面的懐疑論」に

陥ったのか

ヘーゲルはいかなる意

味で実在論者と言える

のか―マクダウェルの

ヘーゲル読解を手掛か

りに　※この発表は、

発表者の都合により中

止となりました

持続の深さについて

ハイデガーの「メタ存

在論」とデカルト―身

体の視点から　※この

発表は、発表者の都合

により中止となりまし

た

人格的自律と自己統制

的方針

哲学者の直観は素人の

直観より信頼できるの

か

何のための自由意志か

岩佐宣明 高萩智也 久保篤史 長谷川暁人 黒岡佳柾 川瀬和也 稲荷森輝一 渡辺浩太
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デカルト哲学が持つ普

遍性とは何か？ ―デ

カルト道徳論とジェン

ダー

好奇心は猫を殺すか？

－好奇心の認識的役割

を巡って

ショーペンハウアーの

共苦を認知的現象とし

て定式化する試み―情

動的共感と認知的共感

の区別をもとにして

マイノングの不完全対

象とトファルドフスキ

の一般対象―オースト

リア哲学における二つ

の対象概念の異同をめ

ぐって

ハーバーマス『真理と

正当化』における認識

実在論

柿本佳美 鵜殿憩 末田圭果 小関健太郎 佐々木尽

司会 木田直人 奥田太郎 美濃部仁 横山陸 大河内泰樹

※タイムテーブル最新版は学会ウェブサイトで確認してください。

タイトル

登壇者

会場

公募ワークショップ｜5月21日（日）9:20-11:50　早稲田大学　戸山キャンパス 36号館

9:45-10:25

10:30-11:10

11:15-11:55

13:00-13:40

＊発表25分／質疑15分を目安とする．
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頭葉子　鶴田尚美

馬場智一　Peter Raabe　Susan T. Gardner

土屋陽介　西山渓

36-682

哲学プラクティスの現在

「哲学はあるのか」という問いは何を意味す

るのか？周縁に定位した哲学に向けた論点整

理

動物倫理とフェミニズム・ジェンダー問題

36-581 36-681


